
 

第 66 号 桂坂山の手倶楽部だより                         

        桂坂山の手倶楽部だより編集委員会 令和 4 年 9 月１日発行 

 

フランス生まれの   PETANQUE 

ペ タ ン ク 
 

ペタンクの歴史 1910 年南フランスの港町で生まれ 500 万人以上の愛好家がいるスポーツ。どこでもほんの少

しの場所で気軽に楽しめルールは簡単、それでいて巧妙な戦術や高度な技術を身に着ければ更に楽しくなる奥の

深い良さがあります。世界 55か国以上、日本でも 40万人以上がプレーを楽しんでいます。カーリングにも近く

“投げるカーリング”とも言われますよ。 

ルールとゲーム チーム（2人～3人づつ）に分かれボールを遠い方から交互に投げ、目標（ビユツト）に近い

ボールの数（点数）を競います。詳しいことはゲームで覚えましょう‼  

やったらカンタン‼ お試し参加歓迎‼ 

ペタンクとボッチャの違い 似ていますが違いはボール（鉄か皮革か）と場

所（屋外か室内か）。パラリンピックでも正式種目に採用されたボッチャは障

害のある人でも楽しめるように安全に工夫されています。 

高齢者に最適 投げる動作（腕と腰で）で身体機能が向上‼ 目標に向かう

集中力アップ‼ 戦術の工夫による脳の活性化‼ 仲間との楽しいチームワー

ク‼ 勝った時の達成感‼           （文章：大矢修一） 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 

山 の 手 

桂 
 
 

坂 

第 5回 

同好会紹介 

シリーズ 

同好会責任者（西井征一さん）のコメント 

定例会は、毎週火曜日ふれあい公園で時間は午前 8時 30分～11時

30 分頃までです。定例会に於いては毎回順位を決めて粗品を出し

ています。また、コンペや食事会等色々楽しいイベントを考え運営

しています。運動不足気味の方は一度お越しください。歓迎します。

‼ 



 

 

写真同好会に入りませんか！  

現在会員数は 8名ですが皆さん友好的な対応でフォトライフ 

を楽しんでいます。写真倶楽部に入るのはチョット難しいそう 

と思われているのではないでしょうか？ 最近では身近な携帯 

電話で素晴らしい写真が手軽に撮れるようになりましたので一 

層技術の高い、思いのこもった、違った視点からの一枚、感性、 

個性の発揮が垣間見られる作品にと各自工夫を楽しんでいます。 

 倶楽部会員の作品展示は年 2回（山の手趣味の作品展と野鳥 

遊園展示）行っています。（携帯電話での作品も展示しています）。 

写真に関心をお持ちの方は是非お気軽にお声を掛けてください。 

お待ちしています。 （同好会責任者 橋本篤也 075-331-2887） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

第 6回 同好会紹介シリーズ  「写真同好会」 

 

「ローマの噴水」 上野嘉久 

「ヨーイ・ドン」 森 雅子  「サンセットビーチ」坂部行雄      「縁日」 尾崎賢太郎 

 

 

 

 

「蜜の味」 橋本篤也 

「下野
しもつけ

の花」 勝山直枝 

「僕もお相撲さん」山田佐栄子 「カワセミ」 森園秀治 



令和 4年度 第 1回 

「ふれあいトーク」講演会を開催しました 

去る７月 30日（土）「知らないと損する 相続のいろは」のテーマで税理士の小川一郎先生による講演会を桂坂

小学校で開催しました。午後 1 時 30 分から途中休憩をはさんで約 2 時間、相続についてわかりやすくお話しい

ただきました。当日は猛暑でしたが、事前に山の手俱楽部会員だけでなく桂坂学区自治連合会の後援として桂坂

在住の方にも幅広く参加を呼び掛けた結果、会員 29 名に一般の方 18 名の計 47 名が出席されました。活発な質

問もあり、ケーブルテレビの取材も入り、途中カザラッカル

ームでお茶の休憩も入り久しぶりに会員同士の親睦会になり、

充実した午後の時間でした。山の手俱楽部の清水会長だけで

なく自治連合会の桑原会長にもご挨拶をいただき、山の手俱

楽部の同好会活動に対する地域貢献について評価して頂きま

した。また秋には、自治連合会主催の「桂坂学区民文化祭」

（11 月 12 日～13 日予定）が昨年に引き続き開催され、当俱

楽部も「趣味の作品展」として出展する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   （当日司会：坂部行雄、文章：大矢修一、写真撮影：大川義弘） 

 

（３） 



 

会員による“私の趣味を紹介します”シリーズ    もみのき自治会＆ 

                           軽音楽同好会“クッキーズ”のバンマス        

原田敬男さんの趣味を紹介します‼ 

 

私が能面打ちを始めたのは 1997年頃です。月 2回土曜日に能面塾に通いました。毎日家で時

間が取れる人なら簡単な面の場合約 4 か月で完成します。私は当時仕事で大阪に通勤してい

たので平日は時間が取れず 1 年かかりました。大まかな工程は、能面の材料であるヒノキ材

をノミや彫刻刀で削り、目鼻等の穴を開けて面の形を形成する。胡紛（貝殻の粉末）に少量

の膠（にかわ）液を混ぜて面の表裏面に塗り込む。下塗りが終わったら顔料、水千絵具（泥絵

具）、墨等で彩色する。一番よく使う道具は彫刻刀で、青銅で造られたプロ仕様が必要になりま

す。「小飛出」等難しい面になると、目や歯に自分でメッキした金物をはめ込む等、工程が増えてくると共に、仕

事の方も多忙になり時間が取れず、結局能面打ちは止めることにしました。今では、残された面を眺めると、そ

れぞれの面を打っていた時が思い出されて懐かしくなります。良い経験をしたと思っています。（原田敬男さん

原文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員によるボランティア活動を紹介します  
桂坂公園東の緑道に『花手水』ができました。 

山の手倶楽部ゴルフ同好会 永井博さんの作品。 

この夏 通る人の心を和ませてくれました。（清水記） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 

  

本年度編集委員…清水健男、坂部行雄、大川義弘、星野法子、磯野恵美子、小阪美智子、大矢修一 

｛本年度事業計画の変更｝ 

山の手芸能祭、古の映画祭はコロナ感染拡大

のため中止にし、別企画を検討します。 

 「第 28 回 趣味の作品展」は 11 月 12 日

（土）～13日（日）桂坂小学校の予定です。 

＜会員の状況＞  

新しく会員になられた方は、くすのき自治会

の吉田秀和さん（ボウリング）です。 

退会された方はおりません。 

＜本年度の会員数の状況＞ 

（令和 4年９月 1日現在）２１０名 


